
発行／鹿島市議会　編集／議会だより編集委員会
〒849-1312 佐賀県鹿島市大字納富分2643番地1　TEL63-2104　FAX63-2314

令和３年１月発行

令和２年12月議会号

第104号

12月定例会……………………………………
議案審議………………………………………
災害見舞金受入状況…………………………
一般質問（10名）………………………………
意見交換会（文教厚生産業委員会）…………
意見交換会（公共交通対策特別委員会）……
意見書…………………………………………
提言書…………………………………………
議会あれこれ・編集後記………………………

国道207号鹿島バイパス全線４車線化竣工記念式典（令和２年12月27日・のごみふれあい楽習館）
式典には山口知事をはじめ樋口市長や白石町長、関係者が出席し、くす玉を割りました。

P２～P３
P４～P５
P５
P６～P10
P11
P12
P13
P14～P15
P16



定
例
会

2

定
例
会
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【
11
月
】

28
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

　
　
・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決 

29
日・ 休
会　

30
日・ 休
会（
議
案
研
究
） 

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切（
正
午
）

【
12
月
】

１
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

2
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

3
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

4
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決 

5
日・休
会 

6
日・休
会 

7
日・休
会（
議
案
整
理
）

8
日・休
会（
議
案
整
理
）

9
日・休
会（
議
案
整
理
）

10
日・一般
質
問（
４
名
）

11
日・一般
質
問（
3
名
）

12
日・休
会 

13
日・休
会

【
11
月
】

28
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

　
　
・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決 

29
日・ 休
会　

30
日・ 休
会（
議
案
研
究
） 

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切（
正
午
）

【
12
月
】

１
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

2
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

3
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

4
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決 

5
日・休
会 

6
日・休
会 

7
日・休
会（
議
案
整
理
）

8
日・休
会（
議
案
整
理
）

9
日・休
会（
議
案
整
理
）

10
日・一般
質
問（
４
名
）

11
日・一般
質
問（
3
名
）

12
日・休
会 

13
日・休
会

14
日・一般
質
問（
３
名
）

15
日・休
会（
議
案
整
理
）

16
日・休
会（
議
案
整
理
）

17
日・休
会（
議
案
整
理
）

18
日・議
案
審
議

　

　　・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

14
日・一般
質
問（
３
名
）

15
日・休
会（
議
案
整
理
）

16
日・休
会（
議
案
整
理
）

17
日・休
会（
議
案
整
理
）

18
日・議
案
審
議

　

　　・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

鹿
島
市
議
会 

令
和
２
年
12
月
定
例
会  

会
期
日
程

議案第 36号 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 37号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 38号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 39号 鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 40号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 41号 鹿島市税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 42号 鹿島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 43号 鹿島市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 44号 鹿島市肥前浜宿継場設置条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 45号 令和２年度鹿島市一般会計補正予算（第７号）について
議案第 46号 令和２年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
議案第 47号 令和２年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
議案第 48号 令和２年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第１号）について
議案第 49号 令和２年度鹿島市下水道事業会計補正予算（第２号）について
議案第 50号 市道の路線認定について
議案第51号 第七次鹿島市総合計画の基本構想及び基本計画について
議案第 52号 鹿島市高齢者福祉施設一本柿荘の指定管理者の指定について
議案第 53号 鹿島市勤労者福祉センターの指定管理者の指定について
議案第 54号 鹿島市肥前浜宿継場の指定管理者の指定について
議案第 55号 鹿島市旧乗田家住宅の指定管理者の指定について
議案第 56号 蟻尾山公園の指定管理者の指定について
議案第 57号 財産の取得について
議案第 58号 専決処分事項の承認について（訴訟上の和解）
議案第 59号 鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について
議案第 60号 鹿島市教育委員会委員の任命について
議案第 61号 令和２年度鹿島市一般会計補正予算（第８号）について
意見書第4号 公共交通維持のための財政支援拡充を求める意見書（案）        
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【12月定例会】

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員
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可決
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可決
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可決

可決

可決

可決

可決

承認

同意

同意

可決

可決

採　決　結　果次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･（監査委員のため審議に参加できない）

全
線
４
車
線
化
と
な
っ
た
国
道

２
０
７
号
鹿
島
バ
イ
パ
ス
の
航

空
写
真（
写
真
提
供
＝
佐
賀
県
）

自　

令
和
２
年
11
月
27
日

至　

令
和
２
年
12
月
18
日

２
、日
程

1
、会
期

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］



議
案
審
議

豪
雨
災
害
の
復
旧
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

右
は
現
地
へ
行
く
前
の
打
ち
合
わ
せ
、

左
は
災
害
現
場
で
の
活
動
状
況

議
案
審
議

４５

議
案
審
議

災
害
見
舞
金
受
入
状
況

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
40
号

議
案
第
45
号

　

勝
屋
　
弘
貞 

議
員

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
、
防
疫

作
業
に
従
事
し
た
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
の
、
具
体
的
な

金
額
設
定
は
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

は
ど
う
い
う
扱
い
に
な
る
の

か
。

答
弁　

武
雄
杵
島
地
区
・
鹿

島
藤
津
地
区
医
師
会
で
構
成

す
る
南
部
地
区
P
C
R
検
査

セ
ン
タ
ー
概
要
で
定
め
ら
れ

て
い
て
、
患
者
に
直
接
又
は

長
時
間
の
対
応
を
し
た
り
す

る
者
で
上
限
４
０
０
０
円
と

い
う
金
額
に
な
る
。
今
回
の

改
正
は
、
4
月
に
国
か
ら
あ

っ
た
通
知
に
従
う
も
の
で
、

国
・
県
の
方
針
に
準
じ
て
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

徳
村
　
博
紀 

議
員

■
小
学
校
情
報
教
育
施
設
整
備

　
事
業
に
つ
い
て

質
問
一
　
小
学
校
１
・
２
年

生
対
象
の
４
４
０
台
分
、
２,

９
４
８
万
円
、
一
般
財
源
か

ら
の
支
出
だ
が
、
国
の
補
助

は
な
い
の
か
。

答
弁　

今
回
の
４
４
０
台
分

は
一
般
財
源
で
あ
る
。

質
問
二　

９
月
議
会
の
時
に
、

小
学
校
３
年
生
以
上
が
対
象

の
補
助
と
一
緒
に
申
請
を
し

て
い
れ
ば
、
こ
の
分
の
補
助

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

前
回
の
分
は
文
科
省

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
補
助
金
で
全

額
ま
か
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
分
は
コ
ロ
ナ
対
策
の

臨
時
交
付
金
で
ま
か
な
っ
て

い
る
。

質
問
三　

機
種
や
Ｏ
Ｓ
に
つ

い
て
慎
重
に
選
定
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
た
が
、
ど

こ
を
採
用
し
た
の
か
。

答
弁　

小
学
校
か
ら
中
学
校

ま
で
す
べ
て
同
じ
「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
」
を
選

定
し
た
。
こ
れ
は
国
が
推
奨

し
て
い
る
３
種
類
の
Ｏ
Ｓ
の

中
か
ら
、
市
内
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

担
当
者
等
と
協
議
を
重
ね
決

定
し
た
。

鹿
島
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
41
号

　
　

松
尾
　
勝
利 

議
員

質
問　

市
税
等
の
減
免
に
係

る
申
請
書
の
申
請
期
限
を
延

長
し
た
い
の
で
改
正
を
行
う

と
あ
る
が
、
延
長
し
た
い
理

由
は
何
か
。
ま
た
、
納
期
限

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
で
き

な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答
弁　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で

罹
患
し
た
人
は
、
人
と
の
接

触
が
で
き
な
い
。
症
状
が
改

善
し
た
場
合
に
余
裕
を
も
っ

て
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
改

正
し
た
。
今
回
は
国
保
に
対

し
て
国
か
ら
指
示
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
受
け
た
改
正
で
あ
る
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
考
え
て
い
る
が
、
以
前

に
も
災
害
や
火
災
に
つ
い
て

は
同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

松
尾
　
征
子 

議
員

質
問
　
保
育
園
、
高
齢
者
施

設
、
学
校
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
感
染

が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
。

　

鹿
島
市
で
は
予
防
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

介
護
施
設
な
ど
へ
の

予
防
対
策
に
つ
い
て
は
国
・

県
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
来
て

い
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
予
防

対
策
は
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。
財
政
的
な
支
援
に
つ
い

て
は
県
・
市
か
ら
、
予
防
対

策
の
助
成
に
つ
い
て
は
国
か

ら
。
当
初
、
市
か
ら
は
マ
ス

ク
、
消
毒
液
な
ど
必
要
な
と

こ
ろ
に
は
配
布
し
た
。

（
意
見
）　

高
齢
者
施
設
な

ど
は
実
態
を
充
分
に
調
査
し

て
的
確
な
予
防
対
策
が
で
き

る
よ
う
対
応
す
る
こ
と
。

　

伊
東
　
茂 

議
員

■
第
４
章
　
安
全
・
安
心

（
防
災
・
減
災
）
に
つ
い
て

質
問
　
今
回
提
案
さ
れ
た
第

七
次
総
合
計
画
は
全
て
の
項

目
が
市
民
に
重
要
で
あ
る
が
、

特
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
最
重
要
項
目
と
し

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

７
月
豪
雨
に
よ
り
浜
川
上

流
は
護
岸
、
橋
脚
、
農
業
用

水
路
な
ど
30
箇
所
以
上
の
被

災
と
な
り
、
改
め
て
浜
川
改

修
の
早
期
完
了
と
、
改
修
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
な
い
上

古
枝
橋
か
ら
上
流
側
の
整
備

を
地
域
住
民
は
訴
え
て
い
る
。

今
後
の
計
画
を
問
う
。

答
弁
　
今
年
は
未
曾
有
の
大

災
害
が
発
生
し
た
。
鹿
島
市

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
５

年
間
延
長
を
踏
ま
え
、
人
命

の
保
護
、
被
害
の
最
小
化
、

迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
目
的

に
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る

施
策
を
、
全
庁
あ
げ
て
取
り

組
む
。
　

第
七
次
鹿
島
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
45
号

　
　

稲
富
　
雅
和 

議
員

質
問
一
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
は
待
ち
望
ん
だ
事
業

で
あ
る
が
、
納
期
が
間
に
合

う
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
な

の
で
、
納
期
が
は
っ
き
り
す

る
来
年
度
の
入
札
で
も
い
い

と
思
う
。
子
ど
も
達
は
す
ぐ

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
る
と

思
う
が
、
教
育
長
の
進
め
方
、

規
格
な
ど
が
大
事
だ
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
よ
う
な

形
で
キ
ー
ボ
ー
ド
、
液
晶
が

付
い
て
い
て
３
６
０
度
回
す

と
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
み
に
な
る
。

低
学
年
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

み
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
学

習
道
具
の
一
つ
と
し
て
、
機
器

に
慣
れ
る
た
め
た
く
さ
ん
触

り
、
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

学
習
効
果
が
出
る
。
今
後
の

使
い
方
、
使
用
基
準
は
教
育

委
員
会
で
作
り
、
持
ち
帰
り

の
問
題
な
ど
検
討
し
て
い
き

た
い
。

令
和
２
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

議
案
第
45
号

議
案
第
51
号

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］

【鹿島市議会　災害見舞金の受領状況】
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年10月～12月）
　　　　　１０月　２日　　九州市議会議長会　様
　　　　　１０月１３日　　佐賀県白石町議会　様
　　　　　１１月１７日　　九州市議会議長会　様
　　　　　　　　　　　　（災害義援金の配分金として）　　　　
　鹿島市議会にお見舞金を頂きまして、誠にありがとうございました。い
ただいた貴重な浄財は、鹿島市会計に繰り入れて、市民生活の復旧に関す
る支出として活用いたします。



一
般
質
問

６７

一
般
質
問

定
住
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

杉
原
　
元
博 

議
員

質
問
一
　
第
七
次
総
合
計
画

の
定
住
・
関
係
人
口
の
拡
大

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

総
務
部
長
に
伺
う
。

答
弁　

引
き
続
き
市
営
住
宅

跡
地
の
利
活
用
、
空
き
家
情

報
提
供
の
他
、
様
々
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
二　

コ
ロ
ナ
禍
、
ど
の

よ
う
な
形
で
企
業
説
明
会
を

実
施
す
る
予
定
か
。
大
学
生

へ
の
呼
び
か
け
は
。

答
弁　

今
年
２
月
４
日
に
エ

イ
ブ
ル
で
開
催
す
る
。
感
染

防
止
策
を
徹
底
し
、
時
間
短

縮
し
て
行
う
。
来
場
で
き
な

か
っ
た
高
校
生
向
け
に
、
説

明
会
の
模
様
を
録
画
し
、
後

日
リ
モ
ー
ト
発
信
も
行
う
予

定
。
県
内
大
学
へ
の
呼
び
か

け
は
次
年
度
よ
り
検
討
を
行

う
。

質
問
三　

か
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設

か
ら
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

相
談
件
数
は
開
設
時

か
ら
約
３
倍
に
増
え
、
大
き

く
売
上
増
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
創
業
実
績

も
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
四　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
も
っ
と
積
極
的
に
募
集

し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
べ
き
で
は
。

答
弁　

地
方
創
生
、
移
住
・

定
住
の
一
つ
の
取
組
み
と
考

え
て
い
る
。
国
の
財
政
支
援

も
あ
り
、
採
用
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
五　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ

ワ
ー
ク
や
在
宅
勤
務
等
、
多

様
な
働
き
方
が
注
目
を
浴
び

て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
く
。

答
弁　

市
内
空
き
家
物
件
の

解
消
と
、
地
元
雇
用
創
出
、

若
者
の
流
出
を
防
ぎ
、
流
入

増
を
図
る
こ
と
で
、
定
住
人

口
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
誘
致
活
動
に
取
り
組
む
。

質
問
一　

進
行
す
る
高
齢
化

の
市
の
対
策
を
聞
く
。

答
弁　

重
症
化
防
止
、
生
活

支
援
の
充
実
、
生
き
が
い
づ

く
り
推
進
等
、
５
つ
を
重
点

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
二　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
実
施
状
況

を
聞
く
。

答
弁　

昨
年
度
開
催
は
16
回
。

12
月
に
２
回
の
開
催
を
予
定
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
努
め
、

少
人
数
開
催
等
、
実
施
方
法

を
検
討
し
進
め
る
。

質
問
三　

安
全
確
保
の
た
め
、

高
齢
者
見
守
り
シ
ー
ル
支
援

事
業
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答
弁　

認
知
症
高
齢
者
を
社

会
で
見
守
る
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

か
、
市
と
し
て
も
有
効
で
あ

る
か
な
ど
、
今
後
検
討
す
る
。

松
尾
　
征
子 

議
員

質
問
一　

介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
て
20
年
に
な
る
。
３

年
ご
と
の
改
定
が
行
わ
れ
る
。

来
年
は
８
期
目
の
改
定
が
行

わ
れ
る
。

　

介
護
保
険
料
は
当
初
２,

５
０
０
円
が
20
年
度
の
今
、

５,
９
７
９
円
。
事
業
所
へ

の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
、
政

府
は
処
遇
改
善
を
進
め
て
き

た
と
い
う
が
、
制
度
が
で
き

て
か
ら
20
年
間
に
６
回
の
介

護
報
酬
改
定
が
あ
り
、
４
回

は
引
き
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
事
業
所
の
経
営

は
悪
化
し
、
２
０
１
９
年
度

の
平
均
収
益
は
過
去
最
低
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

国
は
、
８
期
に
向
け
て
の

介
護
報
酬
改
定
な
ど
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
、
利

用
者
は
「
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
」
と
い
う
人
が
増
え
て

い
る
。
事
業
所
に
お
い
て
は
、

経
営
を
続
け
る
の
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

特
に
、
今
、
コ
ロ
ナ
で
特

別
な
時
で
あ
る
。
保
険
財
源

の
公
費
負
担
を
増
や
し
、
保

険
料
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と

な
く
、
介
護
報
酬
を
引
き
上

げ
る
こ
と
を
国
に
強
く
働
き

か
け
る
こ
と
。

答
弁　

認
識
は
同
じ
で
あ
る
。

事
業
所
へ
介
護
報
酬
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
、
国
へ
の
要

請
は
こ
れ
ま
で
も
や
っ
て
き

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
働
き

か
け
て
い
く
。

質
問
一　

市
長
が
先
頭
に

立
っ
て
県
、
国
に
要
請
す
る

こ
と
を
訴
え
て
き
た
。
市
長

は
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
に
応
え

よ
う
と
し
て
い
な
い
。

　

議
会
で
取
り
上
げ
て
か
ら
、

さ
ら
に
市
民
か
ら
の
要
求
は

多
く
な
っ
た
。
今
こ
そ
要
求

を
上
げ
て
い
く
時
だ
。

答
弁　

そ
の
当
時
ど
う
だ
っ

た
か
を
知
ら
な
い
。

質
問
二　

当
時
、
政
治
的
な

圧
力
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

長
崎
本
線
問
題
と
変
わ
ら
な

い
。
た
と
え
当
時
が
ど
う
で

あ
ろ
う
と
、
今
必
要
な
こ
と
。

市
長
が
先
頭
に
立
つ
の
は
当

然
。

答
弁　

実
現
の
可
能
性
を
訴

え
た
以
上
は
責
任
を
取
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
実
現
の
可

能
性
の
な
い
も
の
を
前
提
に

や
る
の
は
ど
う
か
。
時
間
も

金
も
か
か
る
。
国
会
で
や
っ

て
い
く
こ
と
だ
。
お
宅
も

や
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

東
京
を
向
い
て
言
っ
て
ほ
し

い
。

（
意
見
）　

市
長
が
そ
の
立
場

に
立
つ
ま
で
頑
張
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
鹿
島
市
の
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
は

福
井
　
正 

議
員

　
令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
世

界
中
が
影
響
を
受
け
た
１
年

で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
約
17

万
人
の
感
染
者
の
内
、
約
２

千
５
百
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

日
本
経
済
に
も
影
響
が
出
て

き
て
い
る
。
鹿
島
市
も
飲
食

業
や
農
業
等
に
影
響
が
発
生

し
て
い
る
。

質
問
一　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
鹿
島
市
経

済
・
財
政
へ
の
影
響
と
鹿
島

市
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
で
鹿
島
市
の

産
業
、
飲
食
業
、
農
漁
業
や

対
面
で
接
客
の
業
界
も
影
響

が
あ
る
。
鹿
島
市
の
産
業
の

状
況
の
認
識
は
。

答
弁　

厳
し
い
経
済
で
あ
る
。

県
の
製
造
業
マ
イ
ナ
ス
８
・

９
%
、
有
効
求
人
倍
率
０
・

83
と
求
人
も
厳
し
い
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
も
無
い
。
コ

ロ
ナ
融
資
が
２
・
３
倍
あ
り
、

つ
な
ぎ
融
資
で
あ
る
。

質
問
二　

令
和
３
年
度
の
鹿

島
市
歳
入
見
通
し
に
つ
い
て
、

電
気
・
水
道
使
用
量
の
変
化

は
経
済
状
況
を
反
映
す
る
と

思
う
が
、
令
和
元
年
と
２
年

の
水
道
使
用
量
等
に
よ
る
と
、

減
少
し
た
業
種
と
家
庭
使
用

量
が
増
加
し
て
い
る
。

　

飲
食
や
旅
館
等
減
少
。
３

年
度
の
歳
入
は
、
交
付
税
の

歳
入
減
や
市
税
の
歳
入
不
足

が
予
測
さ
れ
る
が
、
歳
入
等

は
。

答
弁　

第
七
次
鹿
島
市
総
合

計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
選

択
と
集
中
し
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
や
事
業
の
重
点
化
を
見

据
え
歳
入
増
加
に
取
り
組
む
。

質
問
一　

鹿
島
市
民
会
館
建

設
は
、
入
札
が
不
落
と
な
っ

た
。
２
億
６
千
万
円
が
追
加

予
算
と
な
る
。
そ
の
財
源
を

ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

地
方
債
充
当
45
%
と

地
方
債
の
期
間
延
長
な
ど
で

手
当
て
す
る
。
令
和
３
年
３

月
議
会
で
審
議
。
３
年
度
当

初
着
工
し
、
翌
４
年
11
月
に

完
成
予
定
。

質
問
一　

佐
賀
県
弁
護
士
会

か
ら
、
県
中
学
校
の
校
則
が

「
下
着
は
白
と
す
る
」
等
、

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
県
教

委
に
提
言
書
を
提
出
さ
れ
た
。

　

鹿
島
市
で
校
則
に
つ
い
て

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

県
教
委
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
。
参
考
に
な
る
提
言

だ
っ
た
。
校
則
見
直
し
は
社

会
的
関
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
権
利
を
考
慮
。

校
長
の
裁
量
で
あ
る
が
、
社

会
全
体
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

保
護
者
の
意
見
も
聞
き
た
い
。

第
七
次
鹿
島
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

中
村
　
日
出
代 

議
員

質
問　

第
六
次
総
合
計
画
に

入
っ
て
い
た
が
、
混
雑
の
解

消
実
現
は
。

答
弁　

交
通
量
な
ど
交
通
状

況
を
調
査
し
、
交
通
規
制
で

対
応
し
よ
う
と
し
た
が
で
き

な
か
っ
た
。
第
七
次
総
合
計

画
に
向
け
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

前
、
変
形
４
差
路
の
混
雑
解

消
へ
の
詳
細
設
計
を
行
っ
て

い
る
。

質
問
一　

老
朽
危
険
空
き
家

の
相
談
件
数
は
何
件
か
。

答
弁　

今
年
度
の
４
月
〜
11

月
ま
で
で
８
件
。
住
宅
、
小

屋
が
４
件
、
雑
草
な
ど
が
４

件
。

質
問
二　

隣
家
に
老
朽
危
険

空
き
家
が
あ
れ
ば
、
小
動
物

が
棲
み
つ
い
た
り
シ
ロ
ア
リ

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

住
民
は
不
安
で
あ
る
。
市
の

条
例
、
法
律
で
の
調
査
は
何

件
行
っ
た
か
。

答
弁　

平
成
25
年
以
降
、
51

件
実
施
し
た
。

質
問
三　

相
談
者
の
不
安
を

解
消
す
る
に
は
解
体
し
か
な

い
。
そ
れ
に
は
「
特
定
空
き

家
」
に
認
定
す
る
。
認
定
す

る
に
は
、
国
の
認
定
で
き
る

協
議
会
を
組
織
す
る
必
要
が

あ
る
。
協
議
会
は
。

答
弁　

現
在
組
織
さ
れ
て
い

な
い
。

質
問
四　

協
議
会
を
組
織
し

て
も
ら
い
た
い
が
。

答
弁　

協
議
会
は
各
所
管
課

に
関
係
す
る
の
で
調
整
が
必

要
。
窓
口
を
一
本
化
し
協
議

会
設
置
を
検
討
す
る
。

（
意
見
）　

協
議
会
を
組
織
し

な
け
れ
ば
老
朽
危
険
空
き
家

を
解
体
す
る
な
ど
市
民
の
不

安
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
設
置
を
要
請
す
る
。

質
問
一　

改
革
の
中
に
、
登

下
校
に
関
す
る
対
応
に
つ
い

て
、
学
校
が
行
わ
な
い
、
地

域
が
担
う
業
務
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
担
っ
て
い
る
が
、
そ

の
事
を
「
業
務
」
と
ご
存
じ

な
の
か
。

答
弁　

ご
存
じ
な
い
と
思
う
。

（
意
見
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
周
知
を
。

質
問
二　

教
職
員
の
大
量
退

職
で
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
知

識
、
技
能
の
伝
承
が
う
ま
く

図
ら
れ
て
い
な
い
と
の
報
告

が
あ
る
が
。

答
弁　

鹿
島
市
は
年
代
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
取
れ
て
お
り
、

連
携
が
で
き
て
い
る
。　

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］

保
健
所
を
鹿
島
市
へ

一
般
質
問

一
般
質
問

市民会館建設予定地

高
齢
者
の
安
全
確
保
と

見
守
り
支
援
に
つ
い
て

鹿
島
市
西
部・東
部
中
の

校
則
に
つ
い
て

老
朽
危
険
空
き
家
の

対
応
に
つ
い
て

混
雑
軽
減
を
目
的
と
す
る

西
牟
田
地
区
商
業
地
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

と
資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て

鹿
島
市
民
会
館
建
設
に
つ
い
て



一
般
質
問

８９

一
般
質
問

文
教
厚
生
産
業
委
員
会
と
各
種
団
体
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

中
村
　
一
尭 

議
員

質
問
一　

私
が
所
属
す
る
文

教
厚
生
産
業
委
員
会
で
鹿
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

鹿
島
市
か
ら
委
託
を
受
け
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
特
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
生
活
に
困
っ
た
方
へ
の

生
活
支
援
や
、
７
月
豪
雨
災

害
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
団
体
指
揮
を
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
有
事
の
際
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
役

割
は
鹿
島
市
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
だ
が
、
鹿
島
市
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
通
常
の
業
務
以
上

の
業
務
に
対
し
て
、
適
切
な

業
務
委
託
料
が
支
払
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　

市
役
所
で
は
、
残
業
を
す

れ
ば
残
業
代
が
出
る
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
財
源
が
限

ら
れ
て
い
る
の
で
厳
し
い
。

　

災
害
時
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

の
業
務
が
増
加
す
る
場
合
は

そ
れ
に
見
合
っ
た
委
託
料
を

増
額
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
豪
雨
災
害
な
ど
で

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
一

時
的
に
か
な
り
の
負
担
を
か

け
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

９
月
に
は
、
補
正
予
算
で

自
立
支
援
等
の
強
化
事
業
と

し
て
２
０
０
万
円
を
増
額
し

た
。
今
後
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
鹿

島
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

て
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
協

議
し
て
い
く
。

質
問
一　

11
月
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
さ
ん

と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
課
題
は
、
会
員
の
確
保
や

業
務
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い

う
ご
意
見
が
あ
っ
た
が
、
鹿

島
市
は
今
後
、
ど
う
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く

の
か
。

答
弁　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
、
平
成
17
年

２
８
９
名
を
ピ
ー
ク
に
、
現

在
２
１
０
名
程
度
で
横
ば
い

し
て
い
る
。
会
員
数
の
減
少

で
断
る
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。

鹿
島
市
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
情
報
発
信
を
充
実
さ

せ
て
、
会
員
確
保
に
つ
い
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
で
き
る
業
務

は
今
後
も
お
願
い
し
て
い
く
。

第
七
次
鹿
島
市
総
合
計
画
に
み
る
鹿
島
市
の
展
望

樋
口
　
作
二 

議
員

質
問
一　
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
鹿

島
市
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
際

社
会
全
体
が
豊
か
に
な
る
た

め
の
普
遍
的
な
目
標
で
あ
り
、

鹿
島
市
で
も
認
知
が
進
ん
で

い
る
。
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現

も
一
つ
の
目
標
と
し
て
政
府

が
推
奨
し
、
人
工
知
能
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
活
用
し
て
、
医
療
、

農
業
、
防
災
等
様
々
な
分
野

の
社
会
的
課
題
や
経
済
の
発

展
の
両
立
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
の
農
業
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
弁　

農
作
業
の
自
動
化
・

省
力
化
・
生
育
情
報
の
自
動

収
集
、
天
候
予
測
や
河
川
情

報
に
基
づ
く
水
管
理
の
自
動

化
・
最
適
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

農
作
業
の
自
動
化
・
省
力

化
と
し
て
は
、
す
で
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
収
穫
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
が
実
用
化
さ
れ
て
い

る
。

質
問
三　

学
校
教
育
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

答
弁　

個
人
が
持
つ
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
学

び
の
履
歴
が
確
実
に
蓄
積
さ

れ
、
学
習
の
振
り
返
り
が
最

適
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
求

め
ら
れ
る
力
は
文
章
の
読
解

力
や
価
値
を
見
つ
け
出
す
感

性
等
と
さ
れ
、
現
在
の
教
育

と
変
わ
ら
ず
実
体
験
を
重
視

す
る
も
の
と
な
る
。

質
問
四　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

「
つ
く
る
責
任
、
使
う
責
任
」

は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

日
本
人
の
消
費
生
活

は
地
球
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、
エ
シ

カ
ル
（
倫
理
的
）
消
費
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
。
鹿
島
市
で

も
２
市
１
町
で
つ
く
ら
れ
た

消
費
者
連
絡
協
議
会
に
参
加

し
、
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
取

り
組
み
等
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
五　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

「
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
る

の
か
。

答
弁　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推

進
室
の
環
境
学
習
の
中
で
、

有
明
海
だ
け
で
な
く
森
や
源

流
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境

省
の
地
域
循
環
共
生
圏
事
業

の
一
環
と
し
て
生
物
多
様
性

保
全
の
重
要
さ
を
学
び
、
付

加
価
値
を
付
け
た
農
産
物
の

生
産
普
及
活
動
等
を
行
っ
て

い
る
。　
　

新
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

中
村
　
和
典 

議
員

質
問
一　

社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
歳
入
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
令
和
三
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
編
成
基
本

方
針
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答
弁　

限
り
あ
る
経
営
資
源

で
あ
る
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ
ノ

を
効
果
的
に
活
用
し
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
に
、
積
極
的
な
財
源

確
保
に
努
め
る
。
施
策
の
優

先
順
位
を
明
確
化
し
、
事
業

の
重
点
化
と
効
率
化
を
進
め

る
。
事
業
の
見
直
し
を
行
い

歳
出
抑
制
に
努
め
る
。

質
問
二　

市
税
や
交
付
税
等

の
大
幅
な
歳
入
減
が
見
込
ま

れ
る
が
、
予
算
編
成
の
具
体

的
な
手
法
は
。

答
弁　

歳
出
一
般
財
源
の
要

求
限
度
額
を
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
べ
て
少
な
く
と

も
３
％
以
上
削
減
す
る
方
針

を
各
課
に
通
達
し
、
現
在
、

編
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
一　

全
国
各
地
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
野
生
イ
ノ

シ
シ
の
豚
熱
感
染
が
多
発
し

て
お
り
、
特
に
冬
場
は
、
ど

こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
市

の
危
機
管
理
体
制
は
。

答
弁　

庁
内
で
対
策
本
部
の

設
置
や
行
動
指
針
を
策
定
し
、

関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
、

総
勢
58
人
で
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

質
問
一　

現
在
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
を
付
与
し
て
、
普

及
に
努
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
の
交
付
状
況
は
。

答
弁　

11
月
末
現
在
、
７
，

５
０
８
枚
、
25
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
で
は
高

い
方
で
あ
る
。

質
問
二　

近
隣
の
市
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
住
民
票
な
ど
が
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
準
備
さ
れ
て
い

る
が
、
鹿
島
市
の
方
針
は
。

答
弁　

杵
藤
広
域
圏
で
の
一

斉
導
入
を
目
指
し
て
き
た
が
、

各
々
の
市
町
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
鹿
島
市

は
、
令
和
５
年
度
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
く
。

質
問
三　

来
年
三
月
か
ら
は

健
康
保
険
証
と
さ
ら
に
令
和

６
年
度
に
は
運
転
免
許
証
と

の
一
体
化
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
の

対
応
は
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
便
性
や
手
続
き
方
法

に
つ
い
て
、
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

み
ん
な
が
住
み
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

池
田
　
廣
志 

議
員

質
問
一　

佐
賀
県
内
の
家
庭

用
火
災
報
知
器
設
置
率
が
全

国
ワ
ー
ス
ト
２
の
68
・
１
％

だ
が
、
市
の
設
置
率
は
。

　

ま
た
、
火
災
発
生
時
に
各

消
防
車
へ
の
消
火
栓
等
の
位

置
情
報
の
提
供
と
そ
の
表
示

方
法
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
明

倫
小
校
区
な
ど
の
よ
う
に
新

規
住
宅
が
増
え
て
い
る
地
域

の
消
火
設
備
の
設
置
は
充
分

か
。

答
弁　

市
内
の
家
庭
用
火
災

報
知
器
の
設
置
率
は
、
杵
藤

消
防
本
部
の
調
査
で
は
90
％

だ
が
、
消
防
法
で
全
戸
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

１
０
０
％
に
な
る
よ
う
周
知

に
努
め
る
。

　

ま
た
、
消
火
設
備
の
表
示

で
、
看
板
設
置
は
費
用
が
高

額
で
場
所
の
確
保
も
困
難
な

た
め
、
道
路
面
に
黄
色
マ
ー

カ
ー
表
示
を
検
討
す
る
。

　

火
災
現
場
に
向
か
う
消
防

車
は
、
市
内
全
域
の
消
火
設

備
の
位
置
を
ス
マ
ホ
で
確
認

出
来
る
よ
う
に
し
た
。

　

新
規
住
宅
地
域
へ
の
消
火

設
備
の
設
置
は
、
開
発
業
者

か
ら
の
開
発
届
を
基
に
、
周

囲
の
消
火
栓
や
自
然
水
利
を

確
認
し
、
杵
藤
消
防
本
部
と

も
協
議
し
て
適
切
に
設
置
し

て
い
る
。

質
問
二　

納
富
分
区
に
あ
る

国
道
同
士
の
大
型
交
差
点
と
、

そ
れ
に
隣
接
す
る
国
道
と
県

道
交
差
点
に
も
横
断
歩
道
を

照
ら
す
照
明
設
備
が
な
く
、

日
没
後
に
帰
宅
す
る
西
部
中

の
生
徒
が
危
な
い
の
で
、
設

置
を
県
に
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

生
徒
た
ち
の
通
学
路

の
安
全
確
保
の
た
め
に
夜
間

照
明
の
設
置
を
県
に
早
急
に

要
望
す
る
。

質
問
三　

古
枝
・
浜
・
七
浦

地
区
の
河
川
は
水
防
法
の
指

定
外
で
、
洪
水
時
に
水
位
計

が
な
く
警
報
が
発
令
さ
れ
な

い
。
指
定
に
向
け
て
国
・
県

へ
の
働
き
か
け
を
。

答
弁　

浜
川
と
七
浦
方
面
の

指
定
に
つ
い
て
県
で
検
討
さ

れ
て
い
る
の
で
、
県
に
強
く

働
き
か
け
る
。

質
問
四　

「
海
道
し
る
べ
」

の
運
営
の
あ
り
方
と
、
日
進

月
歩
す
る
試
験
・
加
工
用
機

械
の
設
備
更
新
の
計
画
は
。

答
弁　

農
業
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
地
域
農
業
の
再
生
、

六
次
化
、
観
光
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
開
設
か
ら
７
年
間

運
営
し
て
き
た
。

　

設
備
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
予
定
し
て
い
な
い
の

で
、
今
の
器
具
を
大
切
に
管

理
し
て
い
く
。

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］

鹿
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

鹿
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

引用：内閣府ホームページ

「海道しるべ」では子どもを
対象にした調理教室なども
行われている。

社協の買い物支援事業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
つ
い
て

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
家
畜・家
き
ん

伝
染
病
対
策
に
つ
い
て
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一
般
質
問

鹿
島
市
に
お
け
る
環
境
保
全
の
施
策
に
つ
い
て

鹿
島
市
の
今
後
の
政
策
課
題
に
つ
い
て

松
田
　
義
太 

議
員

質
問
一　

市
が
進
め
る
駅
前

周
辺
整
備
事
業
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
。

答
弁　

現
在
、
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
末
に
全

体
構
想
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
策
定
し
て
い
る
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
市

民
と
の
情
報
共
有
を
重
視
し

な
が
ら
策
定
し
た
い
。
そ
の

後
、
令
和
５
年
度
に
基
本
設

計
、
７
年
度
ま
で
に
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
二　

肥
前
鹿
島
駅
周
辺

整
備
に
つ
い
て
は
、
市
、
佐

賀
県
な
ど
行
政
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
の
で
、
民
間
の
協

力
、
応
援
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
の
整
備
計
画
を
ま
と
め

て
い
く
中
で
、
協
力
体
制
構

築
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

市
民
、
周
辺
企
業
の

協
力
は
欠
か
せ
な
い
の
で
、

情
報
共
有
を
大
事
に
し
な
が

ら
事
業
計
画
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
。

質
問
三　

令
和
４
年
度
九
州

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
暫
定
開

業
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

運
行
形
態
、
市
内
４
駅
（
肥

前
鹿
島
駅
、
肥
前
浜
駅
、
肥

前
七
浦
駅
、
肥
前
飯
田
駅
）

の
整
備
、
活
用
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
協
議
等
、
市

民
の
不
安
の
解
消
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

答
弁　
Ｊ
Ｒ
九
州
、
佐
賀
県

と
の
協
議
を
は
じ
め
、
駅
舎
、

広
場
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
々
と
協
議
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
一　

７
月
豪
雨
、
台
風

10
号
に
よ
る
施
設
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁　

市
内
６
施
設
で
雨
漏

り
等
の
被
害
が
発
生
し
、
今

年
度
内
に
５
施
設
を
修
理
。

来
年
度
、
鹿
島
市
民
武
道
館

の
修
理
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
民
武
道
館

は
、
指
定
避
難
所
で
も
あ
り
、

防
災
の
面
か
ら
も
令
和
３
年

の
雨
季
前
ま
で
に
対
策
を
講

じ
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

屋
根
の
大
規
模
修
理

で
難
し
い
と
思
う
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
努
力
し
た
い
。

稲
富
　
雅
和 

議
員

質
問
一　

さ
が
西
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
ご

み
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

ご
み
の
搬
入
状
況
、
ご
み
の

量
の
推
移
や
業
者
の
負
担
な

ど
の
影
響
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
弁　

以
前
と
の
比
較
で
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
片
道
５
０

km
と
遠
く
な
り
、
今
ま
で
３

往
復
し
て
い
た
の
が
２
往
復

し
か
で
き
な
く
な
り
、
業
者

の
負
担
と
し
て
車
の
大
型
化

の
経
費
増
や
人
員
の
増
が
負

担
と
な
っ
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
粗
大

ご
み
を
個
人
で
搬
出
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

家
庭
ご
み
の
量
は
一
人
一

日
平
均
７
２
０
ｇ
で
、
令
和

元
年
は
７
５
１
ｇ
と
増
え
て

い
る
。
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
は
、
一
年
間
に
７
８

８
０
ｔ
運
び
込
ま
れ
、
割
合

は
家
庭
ご
み
が
６
割
、
事
業

ご
み
が
４
割
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
二　

納
富
分
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
生
ご
み
堆
肥
化

は
良
い
取
り
組
み
な
の
で
、

他
の
地
区
ま
で
広
め
て
は
ど

う
か
。

答
弁　

平
成
27
年
か
ら
納
富

分
地
区
に
限
っ
て
２,
０
０

０
世
帯
で
実
施
し
て
い
る
。

　

徐
々
に
生
ご
み
の
回
収
量

は
増
え
て
き
て
い
る
が
、
回

収
率
は
低
い
。
当
面
は
当
地

区
で
回
収
率
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

質
問
三　

当
面
、
納
富
分
地

区
以
外
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
う

推
進
な
の
か
伺
う
。

答
弁　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

報
で
Ｐ
Ｒ
し
、
こ
れ
に
対
し

て
２,
０
０
０
円
上
限
で
３

分
の
１
補
助
の
制
度
も
あ
る
。

今
年
は
古
枝
小
学
校
で
３
４

kg
の
生
ご
み
を
９
kg
の
堆
肥

へ
。
来
年
か
ら
他
の
小
学
校

で
実
験
し
、
生
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問
四　

野
良
イ
ヌ
、
野
良

ネ
コ
の
騒
音
、
フ
ン
、
増
殖

な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

大
い
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
頼
り
す
ぎ
て

は
い
け
な
い
が
、
協
力
し

合
っ
て
一
緒
に
動
物
愛
護
の

精
神
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　

室
内
飼
い
の
推
奨
な
ど
協

力
を
仰
ぎ
た
い
し
、
今
後
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

１．鹿島市シルバー人材センターとの意見交換会について
　実施日：令和２年１１月４日（水）午後１時３０分～
　場　所：鹿島市シルバー人材センター２階　会議室
【主な意見について（一部抜粋）】
　シルバー人材センターは、全国に1,229団体。佐賀県内
は全て市町単位の団体。以前は大工仕事が多かったが、
現在はその仕事ができる会員がいないため、契約金額自
体が減少している。
・配分金の単価を、最低賃金に見合うように、１年間かけ
て見直しする計画である。
・毎年、新たに入会する会員よりも辞めていく会員の方が
多い。
・６０歳代の新規会員が１０名加入すれば色々と事業が広がる。
・会員の就業中の事故を減らし、安心・安全に市民に利用をしてもらう。
・冬場の仕事が少ないのも悩みで、その点を開拓していきたい。
・冬期の業務としては、清掃業務や簡単な土木作業など、後は屋内の軽作業や荷造り、家庭内の
家事などの業務がある。

２．鹿島市猟友会との意見交換会について
　実施日：令和２年１２月１６日（水）午後６時～
　場　所：鹿島市役所４階　全員協議会室
【主な意見について（一部抜粋）】
　猟友会のベテラン会員が減っている。若い会員に対す
る狩猟技術等の継承が上手く出来ていない。会員の中で
狩猟を主目的とした猟友会員と、有害鳥獣捕獲班員とい
て別の体制となっている。それぞれの所属は、会員数の約
半分程度。　
・今後のことを考えて、後継者育成のために活動の拠点と
なる作業小屋を設置している。嬉野や武雄方面からも来訪する人が増えている。
・捕獲した鳥獣の解体処分場については、一度ゼロベースに戻し、再度検討する。他の地域での
成功例だと、ジビエ肉の加工などは、規模の小さい処理加工施設が主流となっている。
・猟友会で危惧しているのが、イノシシとの出会い頭の交通事故が今後増えていくのではないか
という事。
・カモの海苔などへの食害も、その対策を講じて網などで駆除しても、結局お金にならない。
・電気、水道、浄化槽を備えた解体処理施設が出来たら良い。カモなども処理すれば、ジビエ肉
として商品に出来る。
・また、イノシシの子どもであるうり坊を処分する新しい方法や、処分費用の補助等などがあれ
ば大いに助かる。
・猟友会の中にいて、情報発信の必要性を感じた。狩猟の講習を受けて罠の資格を取った後にど
うすれば良いかとか、狩猟の技術やノウハウを誰に聞けば良いのかなど、若い方が参加する下
地が整っていない。
・山間地にある農家の作物等の被害状況が、市から猟友会にまでしっかりと情報として届いてい
ない。消防団員が消火活動に出れば日当の支給があるのと同様な仕組みが欲しい。日当やガソ
リン代を補填してもらえば助かるが。
・海苔のカモからの食害被害を防ぐため対策をしているが、そのカモの駆除に関して人手の手配
がつかずに、他の市町から応援を受けている状況がある。

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］

社
会
教
育
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

納富分地区の生ゴミ回収所

肥前鹿島駅　駅舎の正面

Ｊ
Ｒ
肥
前
鹿
島
駅
周
辺

整
備
計
画
に
つ
い
て

11
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文教厚生産業委員会  各種団体との意見交換会
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一
般
質
問

１．祐徳自動車 株式会社 との意見交換について
　実施日：令和２年９月１５日（火）午前１０時～
　場　所：鹿島市役所４階　全員協議会室
【主な意見について（一部抜粋）】
　コロナ禍の影響としては、学校の臨時休校措置が響いている。2020年4～5月期の売上げ減少が
あり、全路線で赤字になっている。扇状地、谷筋が多いという鹿島市の地形の問題もあり、谷ご
とにバスと運転手が必要である。鹿島ならではの問題と考えている。
・乗務員不足もあり、解雇等はしていない。基本給は出せてはいるが、手当はカットした。一度
解雇をしてしまうと人が戻ってこない。求人が難しい。路線を維持するのが厳しくなる。

・バス事業は数年、赤字のようだが、経営の体力はこの先どこまで耐えられるのか。
　→ホームセンター事業は黒字だが、バス事業の赤字は埋められない。なるべく多くの方に乗っ
　てもらうしかない。

・長崎新幹線が一部開業した後、駅への乗入れなどで利用者がいないと難しい。武雄はバス乗り
場を、武雄温泉駅の南側に集約するよう計画をしている。

・バス路線の維持には、沿線自治体の協力、支援が今後とも必要。国および佐賀県に手厚い補助
をお願いしたい。
　

２．有限会社 再耕庵タクシー との意見交換について
　実施日：令和２年１１月９日（月）午前１０時～
　場　所：鹿島市役所４階　全員協議会室
【主な意見について（一部抜粋）】
・コロナ災禍の影響は売上額の減少がある。本年４・５月は前年度比３～４割程度、11月時点で
も７割までしか戻っていない。

・５台あるジャンボタクシーについては、５月は１%まで落ち込み、今でも２割しか稼働していな
い。

・国が推奨する雇用調整助成金の申請を続けているが、助成金が打ち切られた場合、厳しい。
・委託を受けている太良町のコミュニティバスの運行については、10月１日から開始していて、14
人乗りの小型バスで10路線、1日2経路で4往復、１日あたり25～30人利用者がいる。

・この事業のため大型2種免許の所有者を３名確保した。新規事業の場合、人員の確保が難し
い。車両は太良町の所有である。

・高津原のりあいタクシーは、利用者が増えている。1,000人（H29）、1,241人（H30）、1,471人
（R1）で、現在は1,789人（R2）と増えている。北鹿島、能古見区間の予約型乗合タクシーは利
用者が少ない。

・古枝区間は子ども３人の通学利用があるので年間500人だが、一般の利用はない。
・タクシーを使う人が減っている。自家用車の利用が増えていると感じる。デマンドタクシーが
増えれば事務的には煩雑となる。

・経営的な話をすれば、来年の事業計画はまだできていない。従業員は若干増えている。
・このまま売上げ減が続くと、体力がなくなり来年は厳しい見込みである。
・空港へのリムジンタクシーの利用者は昨年の１/２減だが、県内ではまだ利用が多い方だと思
う。

　地域における公共交通は、住民にとって必要不可欠な生活基盤であり、とりわけ路線バス
は、移動手段を持たない高齢者の買い物や通院、中学生や高校生の通学などに利用される重
要な交通機関である。
　また、地方は自動車に依存した社会構造となっており、今後、急速な高齢化によって運転免
許証の返納者が増加すれば、公共交通機関の必要性はますます大きくなると思われる。
　一方、人口減少や自家用車の利用などにより、近年、路線バス利用者は大幅に減少し、交通
事業者の路線バス運行事業は赤字が続いており、バス路線を維持するためには国や地方自治
体の財政支援が欠かせないものとなっている。
　このため、関係自治体にとっては、多額の補助金を支出することが大きな負担となってお
り、国による財政支援の拡充がなければ、公共交通としてのバス路線の維持は困難な状況に
陥っている。
　さらに、今般の新型コロナウイルス感染症拡大によって公共交通機関の利用者は激減し、
交通事業者の収益は著しく低下しており、路線バス運行のための企業努力も限界に達してい
る。
　このような中、地域における公共交通がその機能を十分に発揮し、真に活力ある地域・経
済社会をつくっていくためにも公共交通に対する財政支援の拡充が求められている。
　よって、国においては、地方自治体が取り組む地域公共交通の維持にかかる補助事業につ
いて、補助要件を緩和するなどの財政支援措置を大幅に拡充されるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和２年１２月１８日
　佐賀県 鹿島市議会

【意見書提出先】
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
　総務大臣、財務大臣、国土交通大臣

市が発行している地域公共交通の時刻表の表紙（左）と路線ごとの時刻表（中面）

［令和２年12月議会号］ ［令和２年12月議会号］
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公共交通対策特別委員会  公共交通関係団体との意見交換会意見書第４号
公共交通維持のための財政支援の拡充を
求める意見書



令和２年１２月２２日
鹿島市長　樋　口　久　俊　　様

鹿島市議会議長　⻆　田　一　美

議会におけるＩＣＴ活用推進に関する提言について

　市執行部におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策に加え、７月豪
雨などの災害対応に日々尽力されておりますことに心より敬意を表します。
　さて、新型コロナウイルス感染症への対応などを契機に、我が国の行政にお
けるデジタル化の立ち遅れが指摘されていますが、市議会においてもＩＣＴ
（情報通信技術）活用による議会活動の効率化やペーパーレス化などが喫緊の
課題となっています。
　また、来年度からスタートする第七次鹿島市総合計画と一体的に策定される
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」ではＳｏｃｉｅｔｙ５．０の実現が目標に
掲げられており、今後さらなるＩＣＴの活用が求められています。
　このような状況の中、本市議会では全議員で組織する鹿島市議会運営等改
革検討会に令和元年６月からプロジェクトチームを設置し、議会へのタブレッ
ト端末導入によるＩＣＴ活用推進について調査研究を行い、市執行部への提言
書として取りまとめましたので、鹿島市議会基本条例第１０条第１項の規定に
より、別添のとおり提出します。

提
　
言
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議会におけるＩＣＴ活用推進に関する提言
　令和２年９月１６日に発足した菅内閣では、政策の重要な柱に行政のデジタル化を掲げ、
デジタル庁の創設を目指している。デジタル化推進のためにはデジタル機器の導入が不可欠
であり、とりわけ、議会におけるタブレット端末の導入は、情報の伝達・共有の迅速化による
議会活動の効率化、膨大な資料のペーパーレス化によるコスト削減と事務効率化、感染防止
のためのオンライン会議や災害時の危機管理対応の強化などを可能にするもので、議会及び
執行部双方にとって大幅な業務改善が図られる。
　今後、地方自治体のデジタル化は加速することが予想されるとともに、既に県内の市議会
でもタブレット端末の導入が進んでいることも踏まえ、鹿島市議会におけるタブレット端末
導入について以下のとおり提言する。

（１）議会活動及び執行部業務の効率化を図るため、市議会は執行部に先行して早期にタブ
　　 レット端末を導入すべきであり、必要な予算措置を講じられたい。
（２）執行部においても、早期にタブレット端末やパソコンにより同じ会議システムを導入　
　　 し、ペーパーレス化や事務改善効果の最大化を図るべきである。

議会におけるこれまでのＩＣＴ推進の経緯
•平成２３年改選後、鹿島市議会運営等改革検討会に「議場開放・ＩＣＴプロジェクトチー
ム」を設置し、委員が個人用タブレット端末を購入して活用を試みるなどの検討を行っ
た。
•平成２７年改選後、鹿島市議会運営等改革検討会に、新任期の「議場開放・ＩＣＴプロジ
ェクトチーム」を設置し、タブレット端末導入についての検討を行った。同プロジェクト
では、先進導入地の佐賀市議会を視察し、アプリケーションソフト「ペパノン」の利用や
Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備などについて執行部と協議したが、必要性や費用負担、情報セキュリ
ティ、執行部の未導入などの問題があり、導入には至らなかった。
•平成３１年改選後、鹿島市議会運営等改革検討会に、新任期の「ＩＣＴ活用推進プロジェ
クトチーム」を設置し、県内先進地の市議会への視察やタブレット実機の操作性デモを行
い、機種及びアプリを選定し、議長へ活動報告書を提出した。

導入による議会のメリット
（１）議会及び議員活動の効率化が図られる
　①会議情報及び会議資料の迅速な伝達や共有ができる
　②議会関係資料の検索性が向上する（データの項目別整理が可能になり利便性が向上）
　③資料の携帯が容易になり、市民への説明（議会報告会や地元会合等）にも活用できる
　④資料やデータを活用した政策議論が活性化する
（２）会議等の通知や議会関係資料の配布に係るコストや労力が削減され、事務局職員の
　　業務効率が向上する
（３）災害時等の危機管理対応力の向上（画像の活用など）
（４）ペーパーレス化により環境負荷が低減する
（５）新しい生活様式に対応したオンライン会議が可能になる

市長に提言書を手渡す⻆田議長（中央）と松田副議長（左）
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議会あれこれ（令和２年10月12日～12月31日）

議長交際費を公表します。 金額単位：円

　今年度の議会報告会については、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、安全に配慮し、開催を
中止することにしました。
　ご理解のほど、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿島市議会

令和2年10月から12月までの行政視察
受入は、ありませんでした。

10月
12日 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
13日 白石町議会からの災害見舞金受領
15日 全員協議会
 議会だより編集委員会
16日 佐賀県市議会正副議長会
19日 公共交通対策特別委員協議会
20日 佐賀県西部広域環境組合議会10月定例会
23日 道路期成会３団体の要望活動（佐賀県庁ほか）
27日 総務建設環境委員協議会
28日 国道４９８号整備促進期成会の要望活動
 （佐賀県庁ほか）
 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会
 11月議会事前勉強会
 議会だより編集委員会
29日～30日
 道路期成会３団体の要望活動
 （長崎県庁、九州整備局）

12月
  ３日 12月定例会　議案審議　質疑、討論、採決
 （～４日）
10日 12月定例会　一般質問（～11日）
14日 12月定例会　一般質問
 全員協議会
 議会運営委員会
16日 文教厚生産業委員協議会
18日 全員協議会
 12月定例会　議案審議、質疑、採決　閉会
 全員協議会
 議会運営委員会
22日 議会におけるＩＣＴ活用推進に関する提言書の市長手交
23日 議会だより編集委員会

11月
 ４日 文教厚生産業委員協議会
 議会運営委員会
 ５日 議会だより編集委員会
 ６日 道路期成会３団体の要望活動（東京都）
 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会
 ９日 公共交通対策特別委員協議会
12日 全員協議会
 ＩＣＴ活用推進プロジェクト会議
13日 議会運営委員会
17日 杵藤地区広域市町村圏組合議会１１月臨時会
19日 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
25日 議会運営委員会
 ＩＣＴ活用推進プロジェクト会議
27日 議会運営委員会
 全員協議会
 12月定例会　開会　議案の上程、
 議案審議（～12月18日）
 公共交通対策特別委員協議会
 議会報告会プロジェクト会議
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7
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0
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令和２年度　議会報告会　中止のお知らせ
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